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皆様、こんにちは。 

本日は、お忙しい中ご出席を賜り、誠にありがとうございます。 

只今から、平成２９年度第１回上尾市総合教育会議を開会させてい

ただきます。 

  それでは始めに、本会議の設置者であります島村市長から挨拶を申

し上げます。 

 

本日は、教育委員さんにおかれましては、先ほどまで教育委員会定

例会にご出席され、お疲れのこととは思いますが「平成２９年度第１

回上尾市総合教育会議」にご出席賜り、誠にありがとうございます。 

 また、日々上尾の教育の発展にお力添えを賜り、深く感謝を申し上

げる次第です。 

 この上尾市総合教育会議も、平成２７年度よりスタートし、３年目

を迎えました。これまでの会議において、教育政策の方向性を共有し

てきたと認識しております。   

今後も上尾市の教育行政の充実・発展に努めるとともに、上尾市の

教育のため、教育委員会とより一層連携を強化していきたいと考えて

おります。 

短いお時間ではございますが、ご協力のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 簡単ではございますが、あいさつとさせていただきます。 

 

それでは、会議に移らせていただきます。 

会議の進行につきましては、要綱第３条の規定により、島村市長に

お願いします。 

 

それでは、次第に従い進めてまいります。初めに、本会議の公開に

ついてでございますが、本会議は「原則公開」となっております。 

事務局に確認します。本日、傍聴を希望される方はいらっしゃいま

すか。 

 

はい本日、傍聴者はおりません。 

 

事務局から「傍聴者なし」との報告がありましたので、会議を続行

させていただきます。 

それでは、議題の（１）学力向上について、池野教育長から説明を

お願いします。 

  

  

それでは、私の方で（１）学力向上について、過去に各校長会議で説

明する時に使ったものを資料として用意いたしましたのでよろしく

お願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「上尾市立小・中学校授業改善計画の策定」というのが、昨年度、

各校長に私がお話しいたしまして、お願いした件であります。 

平成２８年度から第２期上尾市振興基本計画が実施されておりま

して、本年度は２年目になり、その中の一番最初の基本目標の１に確

かな学力と自立する力の育成を推進するとあります。これを平成３２

年度に新学習指導要領が全面実施、中学校が１年遅れで３３年度にな

りますが、そこまでの間に、コミュニティ・スクールも入ってまいり

ます。 

学校というところは、年度が始まって４月になってからすべてスタ

ートという形です。人事異動がありますので、校長も新しく代わり、

新たにそこからまた始まります。ところが、コミュニティ・スクール

が始まりますと、学校経営案もそれでは遅いのです。ですから、今、

学校評価をやっておりますので、それも含めて今年度４月に間に合う

ように、昨年度のうちに説明を申し上げながら、各学校で今年度のス

タートが適切に切れるように準備を進めてきました。その中で校長た

ちに私が説明した中身でありますので、お聞きいただければと思いま

す。 

 学力というものですが、平成２０年度の改訂の時に「生きる力」「確

かな学力」というような言葉が出てきました。この「確かな学力」と

いうのは、ここにありますように、①基礎・基本を確実に身に付けと

いうのがあります。この基礎・基本を確実に身に付けというところが

きちんと身に付いていないという児童生徒の実態がないだろうか。そ

の後の②自ら課題を発見しという、この②のほうがいつも色々な形で

取り沙汰される部分です。その前のところがいつも説明がないという

のが常に国の方から出てくる形です。 

この一番最初の基礎学力ですが、これを付けるためには、ここにあ

りますように、毎日継続して学習する力、あるいは自分で調べる力、

それより何より集中力です。それからていねいに学習する、静かに学

習する、こういう当たり前のようですけれども、こうしたことをない

がしろにしないで、各学校で１時間１時間の授業ができないと困りま

す。このことがきちんとあったうえでやっていかなくてはいけません

よというお話しをしました。 

 １年前になりますが、新しい形を作っていくために、まず教育計画

というものをきちんとつけなくてはいけない。ベクトルの方向性を間

違えないようにしてもらわなくてはいけない。それから、新しい学習

指導要領が何を育もうとしているのかという事をきちんとあたって

いかなくてはいけない。カリキュラムマネジメントやアクティブ・ラ

ーニングという言葉の羅列、言葉を散りばめればそれでいいというも

のではないですよ。それから授業づくり、これは新しい形の授業形態

が出てきますので、一層チーム学校という組織でやっていくというこ

とをきちんと抑えてください。そして、これからの教育の中ではテー

マ素材の活用が非常に重要になってくるので、児童生徒の興味・関心

を高めるようなテーマ素材の活用を図らなければいけない。合わせ

て、実社会、実生活に関わる問題を子どもたちに取り上げていかない

とならないだろう。このようなことが基本にあったうえで教科横断的

な、今度の学習指導要領はこの３－③ですとか、次のこの協働的主体



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的な深い学びですとか、こういったものが出てくるのですが、こうい

うものはこの階段で言うと、この上に乗っかってくるものですから、

まずはさっき言ったようなことをきちんとやりながら、並行して両方

やっていかなくてはならない、というところが学校の大変なところで

すが、それを続けていかなくてはいけませんよということでありま

す。 

 今年度、スタートを切るにあたって、昨年度中にこれを校長先生方

にしっかりやってくださいということでお願いしたものであります。

これは今まで上尾市の教育委員会にはなかったのですが、教育委員会

として、やはり目指すべき教育をしっかり策定をして、３３校の校長

先生方がそれを基準としていただいたうえで、各学校で行う学校評

価、これがＰ-Ｄ-Ｃ-ＡのＣにあたるわけですが、各学校で行う学校

評価の結果をそれで分析したうえで、改善点を明確にして教育課程を

組んでいきましょう、ということを昨年度中にやりました。それで、

今年度３３校足並みそろえて今進めていただいているところです。合

わせてここの（２）にあります教育委員会の基準、学校評価のＣの結

果を分析し、と出ているのですが、ここに上尾市に予算をいただいて

今年度も継続実施する事ができるようになりました。上尾市が独自で

行っております学力調査、これを４月当初に国と県がおこなっていた

ものを外しまして、逆にこの時期にもってきて、ここで実際に行った

ものをもとに学力向上プランを立てていただいて、４月に行う国と県

のものをさらにその検証に使ってもらうように位置付けて、今年度進

めていくことになりました。したがって、これがＰ-Ｄ-Ｃ-Ａではな

くて、年度の終わりから始めて、年度の初めにはすぐにスタートでき

る形にしていく必要があるということで、Ｐ-Ｄ-Ｃ-ＡをＣｰＡ-Ｐ-

Ｄで進めてください、ということで各学校で進めていただいていま

す。それがこの資料です。どのような評価の結果をもとにしてどうい

う改善を図っていくのか。それを計画に入れ込んで教育活動をしてい

く。 

コミュニティ・スクールになりますと、これを年度の切り替えの前

に、ある程度の承認を得ておいて、年度切り替えによって校長も含め

て人事異動がありますので、もう一度改めて承認をとって進めるとい

う形になるので、校長先生方にとっては、今までのように４月から学

校経営案を練って、職員会議で承認を得ればよいという時代ではない

のです。これからは、そういう形で学校運営協議会の承認を得なけれ

ばならないので、それでは遅いということで、年度の終わりからすで

に来年度が始まっているというつもりでお願いしてあります。それが

マネジメントサイクルです。このマネジメントサイクルは、行政でも

色々出てきますが、そういう事を含めてであります。 

そして全体的に今言った事をこの資料にまとめました。学力調査の

結果を加味するのも今年度から改めさせていただいた。それから（３）

にありますようなアクティブ・ラーニングの視点というのも合わせて

やっていかなくてはなりませんから、それをこういう形に変えまし

た。それで、もう１つ大きく小学校中学校にお願いしたのが最後の

（４）です。日課の中で、上尾の小学校の場合、学力向上と合わせて

体力向上にすごく力を入れてきました。これは大変大きな成果を上げ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たことは事実ですが、限られた時間の中で学力向上を求めていくとな

ったら、もう１回校長先生方に日課の見直しをしてみてくださいと言

いました。ですから、１時間目の授業が始まる前に、月曜日から金曜

日まで全部グラウンドで走っているのではなくて、やはり基礎学力を

つけるためには、そこで繰り返し繰り返しやらなくてはいけませんか

ら、そこは各学校で考えていただくことであって、教育委員会が全部

トップダウン式にこれでやってくださいというものではありません。

各学校の実態に即してこの基礎学力の繰り返し学習を明確に位置づ

けてくださいということで、この４月から随分各学校で少しずつ改め

てもらったり、色々工夫していただいているということがあります。 

また、家庭学習の充実を図ることが絶対必要なのですが、現在家庭

での教育力には課題があるのも事実ですから、これはやはり学校が主

体的に関わって学校が見届けのシステムを構築しながら、家庭学習の

方の充実を図ってくださいということも進めているところでござい

ます。これがもとで、平成２９年度の上尾市の基本方針を作りました。

昨年度は、今日は教育委員の皆さんにも来ていただいていますが、教

育委員会のスケジュールには、これが昨年度合いませんでしたので、

私の方も教育委員さん方にこれを掛けながら本当は進めるべきだっ

たのですが、それが昨年度出来ませんでしたので、今年度については

年度の初めからスタートしていますので、今年度は平成３０年度の基

本方針は、これをある程度また方向転換するべきところや、改善を図

るところなどが出てくるかもしれません。それについては、教育委員

会のスケジュールに合わせて、今年度は進めていければというふうに

考えております。 

 これは本年度の資料になります。こちらの説明に入ります。これは

平成２３年度から変わっておりませんが「夢・感動教育あげお」を基

本理念として進めてまいりました。上尾市における教育の基本的な考

え方のうち、この基本理念の変わっていない「夢・感動教育あげお」

の実現のために、生きる力、学ぶ喜び、そして絆というこの３つのも

のを育んでいくというのは従来通りでございます。その中で上尾市の

学校教育の全体構想として、特に今年度はこの確かな学力と自立する

力の育成にとにかく力点をおいて進めていきたいということであり

ます。 

そして、今年度初めて全校長にこういうことを上尾市教育委員会と

して目指す生徒として位置付け、これを参考にして各学校が実状に応

じてつけてくださいということを示しました。 

特に私が強調をしたかったのは、やはりこの自分に厳しく相手に優

しくできる自己ということです。いじめの問題とか色々なことが今言

われていますが、児童生徒にも色々なものを望みたいですけれども、

やはり一番大切なのは、自分に厳しく、相手に対して優しくできる自

己というのを確立するような人間になってほしい。それから、友達や

大人からも信頼される、そういう人間を目指してほしい。その中の細

かい項目がその下に入っているものでありますが、大きくはそのこと

を打ち出して、各学校長のほうでまたさらに参考にしてもらって出し

ています。そして、これは学校要覧のほうにも、３３校の中で載せた

り載せなかったりしていましたので、今年度は全部の学校で全部載せ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てもらっています。各学校で目指すべき児童生徒像をきちんと学校要

覧に載せてくださいと。対外的に出すものですから、今は載せてあり

ます。それから合わせて、教師像も上尾市の教育委員会としてこうい

う教師を目指してほしい。今、大変若手の教員が増えてきましたので、

やはり若手の職員の育成には、いろはをきちんと身につけてほしい、

指導力をつけてほしいと思います。その中でやはり子ども達や保護者

と関わる時に、私は目指す児童生徒像と全く同じにしました。教師自

らがやはり自分に厳しく相手には優しくできる、そういう教師であっ

てほしい。そうでないとやはり保護者や地域の方々、あるいは同僚の

チームのメンバーからも信頼されるような教師にはなれませんので、

そのことをとにかくお願いしたいということでこれを出してありま

す。各学校ではこれに沿って色々なものを出しています。 

次の資料は時間がないので省いていきます。基本的にはこの自分に

厳しく人に優しくということについて色々書いてあります。 

それから、今度から教科になります道徳ですけれども、人間の社会

の中で一番重要なのは、人間が個人として生きると同時に集団の一員

として生きていくということです。その社会の中にある決まりを、き

ちんと守って生きていくということを理解してほしいと思っていま

す。まずは教師に。教員一人ひとりがそういうことを他のどんな職業

の人よりもわかっていてもらいたい。そういう気持ちが私にはありま

す。教師は子どもの教育に直接公的に携わるわけですから、自分自身

がそういう事に対して自分の生き方を常に見つめながら生きていく

ような人間でなければいけないのではないか、という思いで、先程の

ようなものがありました。 

これは藤堂明保先生の、日本にある漢和辞典の中では一番大きな漢

和辞典ですので、図書館にでも行かないと置けないくらいの冊数で

す。そこに言われている通りのことで、要するに道徳というと、すご

く古くさくて堅苦しいようですけど、言っていることはとても簡単な

ことで、真っ直ぐな心でおこなう徳という言葉と、それの道理を合わ

せた言葉が道徳です。真っ直ぐな気持ち、きちんとした気持ちをもっ

ておこなう、そういう道を目指すということ。つまり、社会の掟と言

いますか、社会の中にある決まり。やはりみんなが守らなければいけ

ないルールを１人の人間としてそれを素直な心で、それを自分もやっ

ていこうという気持ちを持つ、ということが道徳ですので、そういう

気持ちの中で出てくる言葉がこの２つだという事で校長には話しま

した。 

１つは孔子の教えの中にある黄金率ですが、要するに自分がしてほ

しくない事は人にしてはいけないよ、と言っていることであって、今

いじめだなんだと言っていますけれども、これはまさに東洋のほうで

言っている孔子の教えです。同じくヨーロッパを中心にした西洋の方

のキリスト教でも全く同じことを言っていて、マタイ伝の中に出てき

ますゴールデンルールと言われています。これは全く反対の言い方で

すが「人にせられんと思うことは人にもまたそのごとくせよ」 

要するに、自分にしてほしいと思うことは人にしてあげなさいという

言葉でありまして、古今東西問わず、同じことを言っているというこ

との中からお話しいたしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そして最後になりますが、基礎学力の定着、とにかくこれを先生方

にはしっかり校長先生を通じて身につけてほしい。継続する力、集中

して学習する力、こういう力をまずしっかり身につけることが基本で

すから、このことをやはり学校教育では大事にしてほしい。規律ある

授業の確立がなくて、子ども達がいくらワイワイガヤガヤ元気にやっ

たと言っても、学力は定着しないと思います。やはりそういう両刀を

使える教員でないといけない。一斉指導は一斉指導できちんとできる

力があるから、子ども達に話し合い活動をしたり、場合によっては立

ち歩いてお互いにワイワイガヤガヤしたりしていいわけであります。

アクティブ・ラーニングとはまさにそちらなんです。ですから、それ

だけをもし追い求めてしまうと、授業が授業として成立しない。けじ

めのない授業では絶対に学力はにつかないので、まずは基礎学力をと

いうことであります。具体的に校長先生に話したのは、市役所に色々

なものを申請に来た、ところが申請書類も書けない、というのはこれ

は義務教育の責任だと。やはり自分できちんと漢字も含めて、読み書

きそろばんをやらなくてはいけないよ、それをきちんと教えてくださ

いと言いました。これが基礎学力の定着です。 

それからあと２つです。上に青で書いてありますが、基礎的・基本

的な学力の定着というのは学習指導要領です。まさに教科書の中身で

す。この教科書の中身がわからないことにはやはりまずいですから、

教科書の中身がわかるようになるためには、やはり先程の基礎学力を

きちんと身につける。そして、それのもとに教科書をしっかり勉強す

るということです。今度の新しい学習指導要領には、主体的、協働的

な深い学びと出ているのですが、確かにこれは今度の学習指導要領の

大きな目玉になっています。この最後の主体的な学びというものです

が、これは、言ってみれば、これだけ今日の知識が明日にはもう古い

知識になってしまう。確かにそういうことが言えるくらい日進月歩、

秒進分歩で社会が変化してしまう中で、やはり色々な新しい社会の変

化に対応していけるような、そういう子どもになってもらうためには

必要な力ですので、これはこれでしっかりこれから研究をしながらも

進めていかなければならなくなると思います。 

したがって、こういう形で、上尾市の学校では、学力を３つに分類

して、１つ目は基礎学力。とにかく読み書きそろばんをしっかり身に

付けさせる。合わせて教科書はしっかりわかるようにやっていく。そ

のうえでさらにこの主体的、協働的な深い学びもきちんと研究を進め

ていきましょう、ということで校長先生方にお願いしたところであり

ます。学力向上は、一日にしては成りませんけれども、各学校でもそ

れぞれ色々な取り組みをしています。ぜひここもしっかりやっていき

たいと思っています。 

最後に、議会でも答弁を随分させていただきましたが、福祉関係と

教育委員会との連携は絶対重要なことだと私は十分認識しておりま

す。ただ、教育は福祉機関ではないですから、上尾市の福祉機関の方

が、福祉機関でしっかりやってくださっていることに対してはきちん

と連携していきますが、上尾市の学校では、経済的な問題ですとか福

祉的な色々な課題があるご家庭から通っている子どももいますし、そ

ういうことが全くなくて、経済的にも裕福なご家庭から通っている子
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どももいます。しかし、正門を一歩入ったら、学校の中では先生方は

みな同じにどの子にも学力をつけるということでやっていくべきだ

と考えておりますので、答弁もなかなかこちらの思う通りのことが質

問していただけないので、非常に教育委員会に対して風当りが強いで

すが、連携を図りながら、もちろんやっていきたいと思います。 

学力については、もっともっと色々なことがありますけど、一番基

本的なことだけご説明させていただきましたので、また色々とご指導

いただければと思います。どうもありがとうございました。 

 

教育長からひと通り説明がありました。これにつきまして、意見交

換をしたいと思います。 

私のほうからお聞きしたいことがあるのですが、よろしいでしょう

か。 

先日の埼玉新聞に、県が 「学習カルテ」活用推進 という記事があ

りましたが、上尾市でもこのようなものを取り入れているところはあ

りますか。 

 

 毎年実施しております、上尾市小中学校の学力調査でありますけれ

ども、それは業者が作成するものであります。 

１つは学習カルテと同一ではないのですが、学級担任用に児童生徒

一人ひとりの正答率ですとか得点、あるいは指導上の配慮事項などが

記載されました個表といったものを作成してもらっています。これは

担任用に配布し担任が見られるようになっております。 

もう１つは、子ども達にその結果を返したいので、保護者用としま

して、児童生徒一人ひとりの学習の様子ですとか内容の達成状況、あ

るいは審査のコメントなどが記載されました成績と呼ばれるものを

作成して配布しております。これをもとに各学校で良いところを伸ば

して、弱かった点を補助するなど学習をおこなって各家庭にまたご協

力をお願いして宿題をおこなう、といったようにしております。 

今配っていただきましたのは、そのものではございませんが、大き

い表のあなたの成績というのが保護者に配られるものです。上尾は国

語と算数しかやっておりませんので、その国語と算数に基づいて学習

の様子ですとか診断のコメントなどが記載された一人ひとりのもの

を保護者のほうに提供しております。 

もう１つ、冊子の中の１０ページになりますが、サンプルが示され

ております。③教師用個人票でありまして、もっと大きい先程の用紙

と同じようなものなんですが、４人分が１つのものに収まっておりま

して、こちらに先程申し上げましたように、所見のようなものですと

か成績のようなものが書かれてあります。これが担任用に配られまし

て、これにもとづいてその後できる限り個別的な指導をおこなうとい

うような活用をしております。大雑把な説明ではありますが、以上で

ございます。 

 

他に何かございますか。特に無いようでしたら、議題の（２）コミ

ュニティ・スクールについて事務局から説明をお願いします。 
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続きまして、上尾市のコミュニティ・スクールの設置に向けて説明

させていただきます。配布させていただきました資料はモニターに示

すものとほぼ同じですが、後半が若干異なっておりますので、また後

ほど申し上げます。 

近年、教育をめぐる様々な問題がますます複雑化または多様化する

中で、学校だけでは解決が難しくなってまいりました。 

そこで、学校・家庭・地域の連携だけでなく地域の高齢者ですとか

社会福祉の関係機関あるいは文化団体、また民間教育事業者など、よ

り多くのより幅広い層の地域住民、団体等が参画した「緩やかなネッ

トワーク」を形成することが必要なのではないかということが、議論

されるようになりました。 

そして、平成２８年、学校の機能強化を一体的に推進していくため

の、「次世代の学校・地域創生プラン」が示されました。そこでは、

大きく３つの教育改革が、提案されております。 

 １つ目は、教員の資質向上のための、養成や採用、研修を充実させ

る「教員改革」、２つ目は、校長のリーダーシップの下、チーム学校

として様々な専門機関との連携を深め教育を充実させる、学校の「組

織運営改革」、そして、３つ目が、校長のリーダーシップを応援し、

地域のニーズに応える学校づくりを進めるための、学校運営協議会の

設置を含めた「地域からの学校改革」の３つでございます。 

これを受けまして、この４月、法律の一部改正があり、地域と共に

ある学校づくりの有効なツールとして、学校運営協議会の設置は、教

育委員会の努力義務となりました。改正法では、この他、校長を支援

する協議会委員を、校長が推薦できるようになったり、基本的には１

校に１協議会ですけれども、複数校で１つの協議会の設置が可能にな

ったりするなど、より導入しやすい規定が盛り込まれました。 

 なお、学校運営協議会設置の推進によって、新たな課題が出てくる

ことが予測されることから、５年後に、見直しをして、再度、法改正

される予定となっております。この制度では、これからの学校は、開

かれた学校から更に一歩踏み出し、家庭、地域とともに共通の目標に

向かって、子供たちを育む地域とともにある学校へと転換が求められ

ております。そのような学校をつくるために、学校運営協議会を設置

したコミュニティ・スクールは、非常に有効な仕組みとされておりま

す。 

 また、この学校運営協議会は、学校の運営に関して協議する機関で

あり、学校経営方針の承認、学校運営に関する意見具申、教職員の任

用に関する意見具申という、学校評議員とは大きく異なる、３つの 

機能を持っております。このようなコミュニティ・スクールには、大

きく３つのメリットがあると言われています。 

 １つが、教職員に異動があっても、地域の方が、協議会に携わるこ

とで、地域の教育としての方向性が継続されること。２つ目が、学校

経営方針の承認、学校運営などに関する意見具申という具体的な権限

があることから、委員の責任も大きく、学校づくりへの積極的な参画

が期待されること。そして、学校経営方針の承認を通して、学校を支

援している様々な組織が、同じ目標に向かって、協同的な活動ができ

ることの３つでございます。つまり、学校と地域とが、共通の目標な
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どをもち、その達成に向かって、共に前進することで、学校が、より

よく発展できるところに大きなメリットがある訳です。 

このように学校の発展に寄与できるコミュニティ・スクールの導入

状況でございますが、現在、国では、コミュニティ・スクール導入等

促進事業や、講師の派遣事業など、コミュニティ・スクールの全国的

な導入に向けて、様々な事業を展開しております。 

 平成１９年には１９５校であったコミュニティ・スクールは、年々

増加し、昨年は、２,８０６校、本年は３,６００校となっております。

第２期教育振興基本計画の成果目標であります、小・中学校１割（約

３，０００校）を達成したところでございます。 

次に、県の動向でございますが、埼玉県では、昨年度から、研修会

の開催等、コミュニティ・スクール導入に合わせて、予算の確保、先

進地の視察、研修会の開催など、積極的な取組を進めております。昨

年度、全県で９校しかなかったものが、本年度は、そのおよそ１０倍

増の１０５校と一気に増加いたしました。久喜市は３４校、深谷市は

２９校、それぞれ、全校に導入しております。 

また、県教育局におきましては、教育局プロジェクトチームを発足

させ、学校、家庭、地域を巻き込んだ取組を推進していく計画となっ

ております。具体的には、事例集の作成・配布などが、予定されてお

ります。 

 ここは資料のスライドと違うところですけれども、１つのものを２

つに分割してあります。このような国、県の動向を受けまして、上尾

市でもコミュニティ・スクールの導入を推進して参りたいと考えてお

りますが、今年度、先程も申し上げました県のコミュニティ・スクー

ル導入等促進事業の補助を受けております。 

 補助につきましては、導入の促進のため、３０年度までの２年間、

また、取組の充実に向けて、平成３１、３２年度の２年間、それぞれ

申請を行う予定でございます。平成３０年度より数校で先行実施のの

ち、平成３２年を目途に、全校で導入する計画でございます。 

 現在、各学校で熱心に行って頂いているＰＴＡ活動や、学校応援団、

おやじの会などにつきましては、それぞれの代表者が協議会の委員に

なることで、学校を支援する組織として、継続していく予定でござい

ます。決してなくなっていくというわけではございません。 

なお、本年度につきましては、学校運営協議会の検討委員会を立ち

上げ、研究・検討を進めて参ります。検討委員会は３０年の４月より

先行実施を行います対象学校の選定、コミュニティ・スクール周知の

ための研修会の実施、リーフレットの作成・配布を予定しております。  

第１回の検討委員会は、来月７月５日に予定しております。 

 説明は以上となりますが、コミュニティ・スクールの導入につきま

しては、子どもの夢を育み、子どもと一緒に育ち、子どもがすくすく

育つといった、上尾市シティセールスの推進目標にも叶うものと認識

しております。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

 

部長のほうからひと通り説明がありました。これにつきまして、意

見交換をしたいと思います。 

今の説明の中の地域住民との連携について、どう巻き込んでいこう
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と考えているのか、部長のほうから他に何か付け加えることはないで

すか。 

 

コミュニティ・スクールの導入に向けましては、学校とか地域との

連携だけではなく、もっと幅広い地域住民との連携が必要だと考えて

おります。 

いかに巻き込んでいくかということでございますけれども、現在、

各学校にＰＴＡですとか学校応援団、学校評議員、これは学校運営協

議会が導入されれば学校評議員は廃止の方向になるというふうに考

えておりますけれども、区長さん、それから民生委員さんなど多くの

地域の方、あるいは保護者の皆様のご協力をいただいて教育活動を充

実させております。 

学校運営協議会を導入しました際には、その委員に、保護者ですと

か地域の住民、学校運営に資する活動を行っている者ということで、

社会体育の方などを任命していく形になっていくのではないかと思

っております。そして、その方々の思いとか考えを学校運営協議会に

おきまして、色々出していただいて、理解していただき、ビジョンを

共有していただくことになると考えております。そのうえで引き続

き、ＰＴＡですとか学校応援団、おやじの会の人たち、団体など多く

の方々のご協力をいただくことで地域と共にある学校づくりが可能

になり、より一層充実が図れるというふうに考えております。 

 

 ありがとうございました。 

他に何かございますか。特に無いようでしたら、議題の（３）その

他に移ります。 

せっかくの機会ですので、ここで委員の皆様にもご質問させていた

だきたいと思いますが、よろしいですか。 

 まず、細野委員さんからお話しをお伺いしたいのですが、教育委員

という立場でコミュニティ・スクールをどのように考えていますか。 

 

はい、私も教育委員という立場で、色々な意見を言わせていただい

てきました。常に子ども達がどう考えているのか、子ども達にとって

勉強ができる環境がどう整えられるかということを視点に活動をし

てきました。 

その中で、先程のコミュニティ・スクールの説明の中で、部長から

「緩やかなネットワーク」という発言がされました。私もＰＴＡをや

りました。それから学校評議員もやりました。自治会の区長とか区長

代理もやりました。色々なところで学校と携わってきたわけです。評

議員とかＰＴＡも各々活動しているのですが、それらをうまくつなげ

るネットワークが必要です。このコミュニティ・スクールというのは

大変いいものだと思っております。このコミュニティ・スクールとか

学校運営協議会という言葉が出てきますけれども、私はこういう言葉

はあまり重要ではなくて、各ＰＴＡとか評議員とか地域の自治会と

か、各々の組織がどう学校というものを核にしてつながって、子ども

達の教育につながっていくか、ということが重要であって、これを形

作る１つの方法がコミュニティ・スクールという言葉に包括をされる
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のだと思っています。 

したがって、コミュニティ・スクール、学校運営協議会というもの

ができるのですが、各々そういう組織が残っていきますので、それを

使って、例えば私であれば、大石地区に合った学校教育ができるし、

それから、上尾地区であれば上尾中学校を中心とした地域で子ども達

に学校教育ができるし、ということで、ポイントは、その学校運営協

議会ができるんですけれども、校長が作成する学校運営の基本方針を

地域全体で承認をするということであって、作るのは校長が作成をす

るわけですので、実際に子ども達の教育に携わっている学校が、ここ

が地域に必要でここを地域に補完してほしい、それからここはＰＴＡ

に補完してほしいということを交えながら、子ども達の小中学校９年

間の中でいかに良い教育ができる環境を作っていくか。一番初めに私

が申し上げたことをできるために、このコミュニティ・スクールとい

うことをぜひ進めていただきたいと私は思っています。 

ちなみに、私も新座市と三鷹市に視察に行くことができました。行

く前は、コミュニティ・スクールという言葉だけがこんな上のほうに

あって、またすごいものをやるのに、ものすごい労力が必要なのかな

と思いました。学校現場はやはり相当労力が必要なのかもしれないの

ですが、子ども達という観点からすると、より良い環境ができるかな

というふうに思っております。ですから、ぜひこのコミュニティ・ス

クールの推進をしたいと考えております。以上です。 

 

ありがとうございました。まだ色々ご意見あると思いますが、他の委

員さんにもお聞きしたいと思います。 

 では、次に中野委員からお願いします。 

 

はい、私がコミュニティ・スクールについて考えておりますことを

お話しさせていただきます。 

最初に文科省のほうから説明を伺った時に、現在ある学校評議員制

度、それから学校関係者評価制度、それと学校応援団、こういうもの

が実際に上尾市の場合は各学校に機能していますので、それと同じよ

うな内容かなというふうに思っていました。先程もお話しありました

が、三鷹市のほうに視察に行かせていただいたのですが、１０年ほど

コミュニティ・スクールの先行した実践をおこなっている地域ですけ

れども、そこでお話しを伺って、私が思っていた考えと変わってきま

した。コミュニティ・スクールということで、学校運営協議会を作っ

ていきますよね、そういう組織を作って動かしていくことで、今言っ

た学校評議員制度や関係者評議員制度や学校応援団が、より良い形で

発展していくのではないかな、という期待ができることが１つ。もう

１つは、どうしても今までは学校が発信者で、校長のリーダーシップ

によって色々なものを発信して地域の教育力をいただいていくとい

う形だったのが、地域住民それから保護者それぞれが、子ども達の教

育のために、当事者にもっとなっていく。学校のお手伝いをするとか、

学校を遠巻きに見ていくというのではなくて、その組織を作ることに

よってそういう人達が、もっと地域の学校を当事者となって子ども達

のために作っていくんだということが可能になってくのかな、という
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ことが少し変わってきたところなんです。 

そのためには、学校に大きく負担がかかるとか予算的な問題とか

色々あったんですが、実際に成果を見ると、そういった最初に懸念し

たことはそんなに大きな問題ではなかった。やっぱりより良い形でコ

ミュニティとして学校を核に教育を充実していくことが可能になる

のかな、と期待できるところです。 

今、上尾市もそうですが、学力向上やいじめ、こういうことが近年

課題になっていると思うんですけれども、コミュニティ・スクールで

地域を取り込んで活動していても、成果が上がりにくいところが学力

向上やいじめの問題だと書かれていました。でもそういうことも、も

しかしたら地域の教育力や家庭の教育力がどんどん低下していると

いわれている中で、今後コミュニティ・スクールにそのへんの成果を

期待できるのかな、と私は今とても期待しています。以上です。 

 

ありがとうございました。中野委員は校長経験がありますので、

色々と期待することがあるのでしょうね。 

それでは次に甲原委員さんお伺いしたいのですが、教育委員とし

て、これまで各校で実施される委嘱研究発表会にご参加されていると

思われますが、どのような感想をお持ちですか。また、委嘱研究の内

容や発表の在り方等、お気づきの点や改善点はありますか。 

 

はい、これまで委嘱研究発表会で色々な学校に参加させていただき

ました。自分の子どもの通っている学校とはまた違う色々な学校の特

色を見ることができまして、大変貴重な機会を与えていただいたと思

います。 

委嘱研究の内容は、各学校それぞれテーマを選んでいただいている

ので、非常にその学校の児童生徒の特色を考えて、テーマも工夫され

ているんだなということがわかりました。 

発表の在り方は、学校によって、絞った教室でやっている場合と、

たくさんの教室を使ってやっているところと、色々な形がありまし

た。たくさんの教室を見られるメリットもありますが、例えばもう少

し長く見たいなと思う時もあるので、そのバランスが難しいなと思い

ます。教室を絞ってやったほうがいいのか、全部ずらっと見られるほ

うがいいのか、どちらがいいというわけではないのですが、それぞれ

やり方があるのだなと思いました。 

先生方は非常に内容を研究し、やり方を工夫されていて、色々な方

が見ているというだけで双方刺激になるのではないかと思いました。

先生方も他の先生の授業が見られるというのは、非常にいい機会なの

ではないかと思います。ＰＴＡの方々の皆さん来ていただいています

し、地域の方も評議員さんもいますし色々な方が見ていらっしゃいま

す。そういう機会がないとなかなか学校に入っていけないので、委嘱

研究発表会は子ども達の学力向上はもとより、地域にも機会を与えて

いただいているんだなと思いました。少し申し訳ないなと思うのが、

寒い時にお母さん達が立っておられるのが申し訳ないかなと思いま

すね。道に迷わないためには有難いのですが、非常に保護者の方々に

気を使っていただいているなというのが率直な感想です。ありがとう
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ございました。 

 

ありがとうございました。 

 では次に岡田委員にお聞きしたいのですが、岡田委員は、学校歯科

医という立場で、従来の教育委員とは違った視点で教育の在り方はも

ちろんのこと、児童生徒の健康面、体力面の状況等をご覧になってい

ると思いますが、教育委員会又は上尾市に対してのご意見、お気づき

の点等ありますか。 

 

私は３０年以上大谷中の学校歯科医としてやっていますけれども、最

初の頃から比べますと、今の子ども達は色々な面で恵まれているとこ

ろもあるんですけれども、言えることは、個々の差というのはすごく

あるんですよね。昔はみんな虫歯が多かった。今は、ない子は全然な

い、ある子はある。それこそ全部の歯が虫歯になりかけているようだ

ったりします。それはその子の生活の環境なんですよね。この生活の

環境はすごく格差があります。学校で診ていますと、その差が大きく

なったような気がするんですよね。これは今、色々と生活保護ですと

か、そういった家庭もあると思うのですが、そのあたりをもう少し学

校として底上げと言いますか、家庭は家庭でしっかりやっていかなく

てはならないのですが、もう少し学校として積極的に子ども達の健康

を底上げしていくように考えていかなくてはならないのかなと思い

ます。 

勉強でも何でもそうなんですが、家庭での生活が一番大切なのです

が、なかなか家庭でできない場合も多くなってきていて、その分をど

こでカバーするのかというと、やはり学校だと思いますよ。極端な話

ですけれども、学校で一生懸命１０分間歯ブラシをやっていただけれ

ば、お口の健康はそれで充分カバーできるようになっています。ただ、

学校でその１０分間歯ブラシの時間がとれるかというとそれは色々

あるかと思うんですけれども、学校が全てをカバーするのは難しいと

思いますが、少しでも学校でそういった取り組みをやることによっ

て、逆に家庭に返ってくる、フィードバックする、そういう形もある

のかなと思っています。 

市長もご存じだと思うんですが、数年前ですが大谷中でフッ化物洗

口というのを始めました。要するにうがいのことなんですが、これを

始めてから今は小学校５校くらいがやるようになってきてくれまし

た。結局そういうことをやることによって、子ども達の健康教育その

もののレベルがだんだん上がっていく、それで虫歯などいろんな健康

に対する子ども達の格差がなくなっていく。そういうふうに考えてお

りますので、是非とも今小学校では２２校のうちまだ５校くらいです

ので、できたら学校全体として取り組んでもらいたいです。上尾市全

体の健康教育につながっていくと思います。 

勉強をする、できるという事は、自分の健康や生活が安定していな

いと、そこまで集中してできないと思うんですよね。生活でいっぱい

いっぱいだったら自分の勉強をやろうという意欲もでてこないと思

うんですよね。やはり健康であるためには、しっかり食べるというこ

とです。食育とか色々な面もありますが、そのへんを考えていただい
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て、各学校で是非とも我々歯科医師を活用していただいて、子ども達

の健康教育に参加できればと思っております。あと、できれば先生方

そして上尾市の職員の皆さんにもそういった健康に関する機会を作

っていただければと思います。 

 

ありがとうございました。 

やはりこれは各学校でも教育委員会のほうでも色々やっていただ

くようにお願いいたします。 

では最後に大塚委員にお聞きしたいと思います。大塚委員はまだ若

いですけれども、教育委員としてこの１０月に任命され、１年を迎え

ることとなりますが、新しい立場で市の教育行政を客観的にみて、今

強く感じていることなどありますか。また、改善点や要望など何でも

結構ですので、お聞かせください。 

 

はい、１０月で１年という事ですが、まだまだわからないことばか

りですので、他の教育委員の皆様から色々教えていただきながら取り

組んでいるところでございます。 

まずは、教育委員会というところのイメージといいますか、最初は

私はＰＴＡの市Ｐ連の関係でこちらに任命されたと思っております。

イメージは市Ｐ連の延長線のイメージを持っていたのですが、それど

ころではなく、もっと幅が広く、想像していたことより本当に大変だ

ったなというのを実感していることころです。 

その中で上尾市の教育委員会のイメージというところで、教育委員

会のホームページを見ますと一番最初に上尾シティマラソンの写真

が出ていて、やはり上尾市というのはスポーツのまちだというイメー

ジがありまして、実際小学校でも市民駅伝ですとかシティマラソンに

もたくさんの参加がありますので、そういったスポーツを通したもの

と教育というのが特徴なのだなと思っているところもありますし、健

康というのは健体康心といいますか、健全な体と健やかな心という部

分がやはり教育には必要だなと思っておりますので、やはりスポーツ

都市の上尾ということころで、そういう部分をより強めていっていた

だければと思っております。私自身もスポーツが好きですから、そう

いう部分が子ども達に伝わればと思っております。以上です。 

 

ありがとうございました。 

たぶん皆さんは、言いたいことの半分も言えなかったのではないか

と思いますが、大変貴重なご意見をありがとうございました。 

それでは他に、事務局からは何かありますか。 

 

次回の会議の予定でございますが、１２月に開催したいと考えてお

ります。教育委員会と調整いたしまして、ご連絡申し上げたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

只今、事務局から説明がありましたが、何かご質問はございますか。 

特に無いようでございますので、これで議事はすべて終了いたしま

した。皆様のご協力に感謝申し上げ、進行を事務局にお返しします。 
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ありがとうございました。 

それでは、会議の閉会にあたり、教育委員会を代表いたしまして、

池野教育長からご挨拶をいただきたいと存じます。 

 

それでは、今日は貴重なお時間を本当にありがとうございました。 

今、畑課長からも説明がありましたように、１２月に今年度第２回

という事で、また事務局同士で調整を図っていただいて、教育委員会

のほうでもまた色々と１２月に向けてテーマを考えて、より実り多い

会議になるようにしていきたいと思っております。 

本日は本当にどうもありがとうございました。 

 

 

 以上で平成２９年度第１回上尾市総合教育会議を閉会いたします。 

 

 

 

 

 


